Ink Bamboo painting and Literature by 西上  勝
墨竹と文学











































































































































































































































































































































































































































































































*3　戸田禎佑｢五代･北未の墨竹｣ (1962年､ 『美術史』 46所収)｡また文同によって創始
された墨竹から生じた絵画流派については､ ｢北宋の末近く興った墨竹は､従来の墨
竹とは形式､表現内容を全く異にしたものであったo　この墨竹重法は文同によって創
始されたといわれ､その影響は蘇拭､華光仲仁の墨竹､古木竹石園に及んだ｡これら
の水墨童が墨書と異なる本質を言いあらわすには､墨戯と構した方がより適切なよう
にも思われる｡墨戯は墨竹､墨梅､枯木､竹石童等から米友仁､牧漢による山水童､
道滞妻に至る康範な童題をカバーする｣とする概説がすでに示されている｡鈴木敬
『中国給童史･上』 (1981年､吉川弘文館) Ⅱ8　北栄の墨戯｡
*4　青木正鬼｢水墨画四君子の由来｣ (もと『文化』第二巻第十号1935年､のち『支那文
学芸術考』 1942年､また『青木正見全集』第二巻1970年所収)参照｡
*5　下孝萱編『鄭板橋全集』 (1985年､奔魯書社)には､この題辞に注が附され､故宵博
物院所蔵の｢乾隆壬午(27年､ 1762)夏五月午後写此｣の署記を有する竹石の大幅
画のこれとほぼ同文の題辞があるという0 200頁｡
(附記)本稿は､平成2 0年度から交付を受けた科学研究費補助金(基盤研究(C) ｢宋
人題政の文学的研究｣課題番号20520315)による研究成果の一部である.
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